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学習評価の方法



○ 学習評価の基本的な考え方

【学習評価の意義・目的】

・教師にとっては、学習指導の在り方の見直しや個に応じ

た指導の充実、学校における教育活動の組織的な改善を

行うことができる（指導と評価の一体化）。

・児童にとっては、自らの学習状況に気付き、その後の学

習の改善に生かすことができる。

・保護者にとっては、児童に家庭における学

習を促すことができる。

北海道立教育研究所「確かな学力の育成に資する学習指導に関する研究」を基に作成
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学習評価の方法



【学習指導を改善・充実するためのＰＤＣＡ】

出典 中央教育審議会 「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習
指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」
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○ 学習評価の基本的な考え方

学習評価の方法



【観点別学習状況の評価の観点の整理】

技能

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

知識・理解
主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能

資質・能力の三つの柱に基づいた目標や内容の再整理を踏まえて，観点
別学習状況の評価の観点については，小・中・高等学校の各教科等を通じ
て，「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観
点に整理。
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文部科学省通知「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録等の改善等について」を基に作成

○ 学習評価の基本的な考え方

学習評価の方法



・観点別学習状況の評価や評定に
は示しきれない児童生徒一人一
人のよい点や可能性，進歩の状
況について評価するもの。

個人内評価

・観点ごとに評価し，
生徒の学習状況を分析
的に捉えるもの

・観点ごとにＡＢＣの
３段階で評価

評 定

・観点別学習状況の評価の結果を総括するもの。

・５段階で評価（小学校は３段階。小学校低学年は行わない）

知識及び技能
思考力，判断力，
表現力等

学びに向かう力，
人間性等

学習指導要領に

示す目標や内容

知識・技能
思考・判断・
表現

観点別学習状況

評価の各観点

主体的に学習に
取り組む態度

感性，思いやり
など

【観点別学習状況の評価の在り方】
小学校は令和２年度から
中学校は令和３年度から全面実施
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参考 国立教育政策研究所教育課程研究センター「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」を基に作成

○ 学習評価の基本的な考え方

学習評価の方法



6中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会報告「児童生徒の学習評価の在り方について」を基に作成

〇 個別の知識及び技能の習得状況について評価する。

〇 それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中
で、概念等として理解したり、技能を習得したりしているかにつ
いて評価する。

＜評価の工夫（例）＞
○ ペーパーテストにおいて、事実的な知識の習得を問う問題と、知識の概念
的な理解を問う問題とのバランスに配慮する。

○ 実際に知識や技能を用いる場面を設ける。
・児童生徒に文章により説明をさせる。
・（各教科等の内容の特質に応じて）観察・実験をさせたり、式やグラフで
表現させたりする。

【「知識及び技能」の評価】

○ 学習評価の基本的な考え方

学習評価の方法



7

中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会報告「児童生徒の学習評価の在り方について」を基に作成

各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等の
ために必要な思考力、判断力、表現力等を身に付けている
かどうかを評価する。

＜評価の工夫（例）＞
○ 論述やレポートの作成、発表、グループでの話合い、作品の制
作や表現等の多様な活動を取り入れる。

○ ポートフォリオを活用する。

【「思考力、判断力、表現力等」の評価】

○ 学習評価の基本的な考え方

学習評価の方法



8中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会報告「児童生徒の学習評価の在り方について」を基に作成

「学びに向かう力、人間性等」には、㋐主体的に学習に取り組む態
度として観点別学習状況の評価を通じて見取ることができる部分と、
㋑観点別学習状況の評価や評定にはなじまない部分がある。

「主体的に学習に取り組
む態度」として観点別学
習状況の評価を通じて見
取ることができる部分

観点別学習状況の評価に
はなじまない部分
（感性、思いやり等）

学びに向かう力、人間性等

個人内評価（児童生徒一人一人のよい点や可能性、進
歩の状況について評価するもの）等を通じて見取る。

知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力
等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中
で、自らの学習を調整しようとしているかどうかを含
めて評価する。

㋐

㋑
※ 特に「感性や思いやり」など児童生徒一人一人のよい点や可能性、進
歩の状況などについては、積極的に評価し児童生徒に伝えることが重要。

【「学びに向かう力、人間性等」の評価】

○ 学習評価の基本的な考え方

学習評価の方法



【評価規準】

・設定した目標について、児童がどのような学

習状況として実現すればよいのか具体的 に

想定したもの

・観点ごとに設定し、「おおむね満足できる」

状況を示したもの

出典 国立教育政策研究所「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料の活用方法について」
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○ 学習評価の基本的な考え方

学習評価の方法



評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

単元の
評価規準

・必要な部分の長
さを用いること
で、三角形、平
行四辺形、台形
の面積は計算に
よって求めるこ
とができること
を理解している。

・三角形、平行四
辺形、ひし形、
台形の面積を公
式を用いて求め
ることができる。

・三角形、平行四
辺形、ひし形、
台形の面積の求
め方を、求積可
能な図形の面積
の求め方を基に
考えている。

・見いだした求積
方法や式表現を
振り返り、簡潔
かつ的確な表現
を見いだしてい
る。

・求積可能な図形
に帰着させて考
えると面積を求
めることができ
るというよさに
気付き、三角形、
平行四辺形、ひ
し形、台形の面
積を求めようと
している。

・見いだした求積
方法や式表現を
振り返り、簡潔
かつ的確な表現
に高めようとし
ている。

国立教育政策研究所教育課程研究センター「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料（小学校算数）」を基に作成 10

【評価規準の設定例】
例：小学校第５学年算数Ｂ 図形（３）平面図形の面積）

○ 学習評価の基本的な考え方

学習評価の方法



時
間

目標
主な

学習活動

評価規準

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

１ 平行四
辺形の
面積の
求め方
を考え
ること
ができ
る。

平行四辺
形の面積
を、既習
の長方形
に帰着さ
せて考え
る。

平行四辺形の面
積の求め方を、
既習の求積可能
な図形の面積の
求め方を基にし
て、等積変形し
たり分割したり
するなどして考
えている。

北海道立教育研究所「確かな学力の育成に資する学習指導に関する研究」を基に作成
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【評価規準の設定例】

○ 学習評価の基本的な考え方

学習評価の方法



■ 様々な評価方法

・観察 ・児童との対話

・ノート ・ワークシート

・学習カード ・作品

・レポート ・ペーパーテスト

・質問紙 ・面接 等

国立教育政策研究所「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料」を基に作成
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【評価方法の工夫改善】

○ 学習評価の基本的な考え方

学習評価の方法



ペーパーテストは、評価方法の一つとして有効であ
るが、ペーパーテストにおいて得られる結果が、目標
に準拠した評価における学習状況の全てを表すもので
はないことについては、改めて認識する必要がある。

そこで、例えば、ワークシート等への記述内容は、
「知識・技能」の評価だけでなく、「思考・判断・表
現」「主体的に学習に取り組む態度」の評価にも活用
することが可能であることから、児童生徒の資質や能
力を多面的に把握できるよう工夫し、活用することが
考えられる。

13出典 国立教育政策研究所「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料

【評価方法の工夫改善】

○ 学習評価の基本的な考え方

学習評価の方法



障害のある児童生徒については、通常の学級、通級に
よる指導、特別支援学級、特別支援学校において子供た
ちの十分な学びを確保し、一人一人の子供の障害の状態
や発達の段階に応じた指導を一層充実させていく必要が
あるとされている。
また、知的障害者である児童生徒に対する教育課程に

ついては、児童生徒の一人一人の学習状況を多角的に評
価するため、各教科の目標に準拠した評価による学習評
価を導入し、学習評価を基に授業評価や指導評価を行い、
教育課程編成の改善・充実に生かすことのできるＰＤＣ
Ａサイクルを確立することが必要であるとされている。

出典 「児童生徒の学習評価の在り方について」 （中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会報告） 14

【障がいのある児童など特別な配慮を必要とする児童に係る
学習評価】

○ 学習評価の基本的な考え方

学習評価の方法



学習評価に関する基本的な考え方は、障がいのある児童に
おいても同様である。

障がいのある児童については、個々の児童の障がいの状
態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を行い、観点別学
習状況を踏まえた評価を適切に行う。

【参考となるもの・活用できるもの】

小学校、中学校、高等学校の学習指導要領と解説における障害のある児童
生徒への配慮事項

特別支援学校学習指導要領
特別支援学校小学部・中学部学習評価参考資料
特別支援学校のセンター的機能（特別支援学校による助言や援助） 等

出典 「児童生徒の学習評価の在り方について」 （中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会報告）
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【障がいのある児童の学習評価の考え方】

○ 学習評価の基本的な考え方

学習評価の方法



特別支援学校の学習指導要領においても、小・中・高等学校の各教科と同様に

育成を目指す資質・能力の三つの柱で目標及び内容を整理

各教科の学習評価においては観点別学習状況を踏まえた端的な文章記述とする。

個別の指導計画の写しを指導要録の様式に添付することをもって指導要録への

記入に替えることも可能。

特別支援学校（知的障がい）各教科の評価

個別の指導計画と指導要録との関係の整理

通級による指導を受けている児童

・個別の指導計画を作成しており、通級による指導に関して記載すべき事項

が当該

・指導計画に記載されている場合

出典 「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録等の改善等について」 16

【障がいのある児童の学習評価の考え方】

○ 学習評価の基本的な考え方

学習評価の方法



【特別支援学校（知的障がい）各教科の評価】

評
価
の
３
つ
の
観
点

観点別学習状
況を踏まえた
文章記述

教科等毎の
記載枠を
点線で区分

（例）小学部の参考様式の様式２（表面）

出典 「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等にお
ける児童生徒の学習評価及び指導要録等の改善等について」
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○ 学習評価の基本的な考え方

学習評価の方法
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目標

指導 評価

指導計画の工夫 評価規準の作成

指導と評価の一体化

指導内容・方法の改善

児童

出典 上川教育局「学習指導の充実のために」
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【指導と評価の一体化】

○ 学習評価の基本的な考え方

学習評価の方法


